
様式第２１号の３（第２３条第１項関係）

1 住所・氏名等

2 直近１年間における各月の収入及び支出の状況

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

3 今後の平均的な収入及び支出の見込金額

円 円

円 円

円 円

円 円

円 円

円 円

円 円

円 円

円 円

円 円

円

【備考】

① 収 入 合 計 1,000,000 ② 支 出 合 計 940,000

③ 納 付 可 能 基 準 額 （ ① － ② ） 60,000

経費 700,000

生 活 費 （ 扶 養 親 族 ３ 人 ） 上記に含む

教育費 15,000

通信費 20,000

住宅ローン 80,000

区 分 見 込 金 額 区 分 見 込 金 額

収

入

売上 1,000,000

支

出

食費 60,000

電気・ガス・水道等 15,000

医療費 10,000

社会保険料 40,000

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年　　　　月 ① 総 収 入 金 額 ② 総 支 出 金 額 ③ 差 額 （ ① － ② ） 備 考

収 支 の 明 細 書受付印

令 和 ３ 年 ５ 月 １ 日

東大阪市荒本北１－１－X 東大阪　太郎
住 所 氏 名

( 所 在 地 ) ( 名 称 )

徴収猶予の申請理由が第４号（著しい事業損失）の場合は、「直近２年間に
おける収支状況書」または直近２年分の決算書を添付してください。

売上収入その他経常的な収入を全て税込金
額で記入してください。

支出の各欄に記入した内容について、領収書や通帳等によ
り確認させていただく場合があります。

今後の収入と支出の見込金額（１ヶ月分）を記入し
てください。

（例）



4 今後１年以内における臨時的な収入及び支出の見込金額

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

5 今後１年以内に納付すべきことが見込まれる地方税及び国税

6 家族（役員）の状況

7 分割納付年月日及び分割納付金額

円 円 円

円 円 円

年 月 日 円 円

年 月 日 円 円

円 円 50,000 円

円 ▲１40，000 円 20,000 円

令 和 ４ 年 ２ 月 末 日 60,000 円 円

令 和 ４ 年 １ 月 末 日 60,000 円 100,000 円

▲２00，000 円 円 60,000 円

円 円 60,000 円

令 和 ３ 年 １ ２ 月 末 日 60,000 円 200,000 円

令 和 ３ 年 １ １ 月 末 日 60,000 円 円

600,000 円 ▲30,000 円 630,000 円

円 円 60,000 円

令 和 ３ 年 １ ０ 月 末 日 60,000 円 円

令 和 ３ 年 ９ 月 末 日 60,000 円 円

円 ▲30,000 円 30,000 円

円 ▲１１0，000 円 100,000 円

令 和 ３ 年 ８ 月 末 日 60,000 円 円

令 和 ３ 年 ７ 月 末 日 60,000 円 150,000 円

▲２00，000 円 ▲30,000 円 30,000 円

円 円 160,000 円100,000

令 和 ３ 年 ６ 月 末 日 60,000 円 200,000 円

令 和 ３ 年 ５ 月 末 日 60,000 円 円

納 付 年 月 日 ①納付可能基準額
②季節変動等に伴う
増減額

③臨時的入出金額 ④国税等納付額
⑤ 分 割 納 付 金 額

（ ① ＋ ② ＋ ③ － ④ ）

月 日 円

○日 円 高校生

年

子 東大阪　□□ 平成　○○ 年○月

月○日 円 大学生

○日 50,000 円 事業専従者月

子 東大阪　△△ 平成　○○ 年○

妻 東大阪　○○ 昭和　○○ 年○

続柄
氏名 生年月日

収入・報酬（月額）
職業・所有財産等

（役職） （専従者給与を含む）

円

令和 ４ 年  １月 市民税・府民税 30,000 円 年 月 円

令和 ３ 年１０月 市民税・府民税 30,000 円 年 月

110,000 円

令和 ３ 年 ８月 市民税・府民税 30,000 円 令和 ４ 年  １月 源泉所得税 110,000 円

令和 ３ 年  ６月 市民税・府民税 30,000 円 令和 ３ 年  ７月 源泉所得税

年月 税目 金額 年月 税目 金額

臨
時
支
出

年 月

年 月

授業料（大学生） 令 和 ３ 年 ６ 月 200,000

令 和 ３ 年 １ ２ 月 200,000

年 月

令 和 ３ 年 　１ ０ 月 600,000

年 月

年 月

内訳 内容 年月 金額

臨
時
収
入

売上増（売掛金回収のため） 令 和 ３ 年 ５ 月 300,000

売上増（売掛金回収のため）

年 月

不要不急資産の売却、新規借入や貸付金の回収等による臨時的な収入が見込まれる場合に、その内
容や年月及び金額を記入してください。

事業の継続のためにやむを得ない設備・機械の購入や、学費及び手術費用等の生活をしていく上でやむを
得ない支出が予定されている場合に、その内容や年月及び金額を記入してください。

希望する猶予期間中のすべての納付予定日を
記入してください。

「分割納付金額」欄には、原則１年以内で完納する計
画となるように記入してください。


